






本稿では、2017年度、武庫川女子大学英語文化学科で行われた 3 - 4 回生対
象の専門科目「英語の文化的背景」の授業実践について報告する。「英語の文
化的背景」は、語学・言語学を専攻する学生を対象に、英語学を背景とする教
員 X（X クラス）と英語教育学を背景とする教員 Y（Y クラス）の 2 クラスが
開講された。なお、この 2 クラスは学生の英語習熟度に応じて分けられており、









この足場掛けに、①教材の適切性（Appropriateness of the instructional task）、②
学びにおける学生の主体性（Student ownership of the learning event）、③構造化
された学習環境の提供（A structured learning environment）、④指導者と学習者
による学びの責任の共有（Shared responsibility）、⑤指導者から学習者への主導
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権の委譲（Transfer of control）という 5 つの基準を設けた。





を扱った入門書から Kramsch, C. （1998） Language and Culture（Oxford Introduc-





張する。なお、一般に大学教養レベルの大人の英語 L1 話者 adult educated 
speaker の受容語彙サイズは10,000から60,000語の間であるとされ（Crystal 
1995）、平均的には17,000 語前後であると推測される（Goulden et al. 1990）。ま
た、Laufer（1992）の研究では、簡略化されていないテキストを読むための目
安として3,000語という比較的低い数値を挙げているが、これは本学学生のよ
うな英語学習者 L 2 を対象としているためである。
Fig.1は、教科書全体を対象にして、語彙レベル分析ツールである lextutor 
vocabulary profile（http://www.lextutor.ca/vp/comp/）を利用して語彙レベルの分





をレベル2700-3400程度と見積もっている。受講者が 3 , 4 回生であることを考
慮しても、10％程度の単語は知らないということになり、この教科書は受講者
にとって相当難しいということが統計的に判明したのである。
































レベル 被覆率 レベル 被覆率
1000 69.65 14000 95.16
2000 81.68 15000 95.22
3000 89.48 16000 95.26
4000 91.59 17000 95.28
5000 92.76 18000 95.31
6000 93.52 19000 95.36
7000 94.04 20000 95.41
8000 94.43 21000 95.42
9000 94.61 22000 95.43
10000 94.79 23000 95.43
11000 94.92 24000 95.44
12000 94.97 25000 95.45
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